
に種々な障害を生じ，日常生活への支障をきたす原
因となります。そのため，本事業では，口腔科学研
究センターを中心とした全学横断的研究拠点を形成
して，種々の顎骨疾患の発症メカニズムの解明，お
よびその予防・診断・治療法を開発し，顎骨疾患に
よる口腔機能障害を回復して，健康長寿社会の実現
に貢献することを目指します。本事業の推進によ
り，最先端の教育・研究・医療をもって社会に貢献
できる基盤を構築して，「ヒューマニズムとリサー
チマインドを堅持する歯科医師を育てる大学」をブ
ランド化します。
本事業では，大学病院などで診断・治療の対象と
なる顎骨の遺伝性疾患，腫瘍性疾患，感染性疾患，
顎変形症，薬剤関連性顎骨壊死などの「希少疾患」
と一般の歯科診療所で治療対象となる歯周病による
骨破壊や歯の喪失による顎骨萎縮／吸収などの「一
般的歯科疾患」を研究対象とします。これらの疾患
に関して，本事業では学問分野の「壁」を越えた

母校の私立大学研究ブランディング事業の充実のため 
同窓会も参画することとなりました

東京歯科大学同窓会 会長　矢　﨑　秀　昭

大学の学術研究面での発展を支援する国のブランディング事業に，本学の口腔科学センターの山口　朗
先生が中心となり進めている顎骨疾患についての研究が選出されました。大学の各講座の高度な専門的な
研究と共に，その研究の成果を臨床の立場で検証し，さらに応用するために同窓会としてのこの事業への
参画を求められました。同窓会としてもワーキンググループの委員を選出して，この事業の推進に協力し
てゆくこととなりました。
この度，山口先生にこの事業の概要とその目的について記述して頂きました。今後，同窓会のホームペー
ジなどを通じて顎骨疾患についての研究成果や，さらに会員の質問にも対応できることを目指しています。

東京歯科大学が2017年度「私立大学研究ブランディング事業」（文部科学省）の
支援校に選定されました

東京歯科大学口腔科学研究センター客員教授　　　
東京歯科大学研究ブランディング事業推進委員会　

委員長　山　口　　　朗（昭和49年卒）

この事業は，学長のリーダーシップの下，全学的
な独自色を大きく打ち出す研究に取り組む私立大学
に対して，文部科学省が補助金を増額して大学の研
究を支援するもので，タイプＡ（社会展開型：地域
貢献）とタイプＢ（世界展開型：先端的・学際的研
究拠点）の２種類があります。この事業を通じて，
文部科学省は各私立大学が将来ビジョンに沿ってど
のような具体的な戦略で独自色を打ち出して大学を
発展させるかを問うているともいえます。本学では
タイプＢの事業として「顎骨疾患の集学的研究拠点
形成：包括的な顎口腔機能回復によるサステナブル
な健康長寿社会の実現」（顎骨疾患プロジェクト）
を申請し，選定されました。2017年度は，歯学系で
は岩手医科大学（医歯薬学部合同），福岡歯科大学，
福岡医療短期大学（歯科衛生学科と保健福祉学会）
がタイプＡで選定されましたが，タイプＢで選定さ
れたのは本学だけでした。
顎骨に生じる疾患は基本的生活を支える口腔機能
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「分子・細胞ラボ」，「感染制御ラボ」，「ファブラ
ボ」，「咀嚼嚥下ラボ」の４つの研究グループを構築
して，各グループの有機的な連携による先端的な病
態解析，診断法，治療法の開発へと展開させます
（図１，表１）。そして，顎骨疾患のメカニズムの
解析を基盤とした予防・治療法を開発し，包括的な
顎口腔機能回復によるサステナブルな健康長寿社会
の実現に貢献することを目的とします。さらに本事
業では，各研究グループで異分野交流を基盤とし
た若手・中堅研究者のワーキンググループを設置
し，次世代大型研究プロジェクトを見据えた活動も
開始しています（表１）。本事業の詳細は東京歯科
大学ホームページの「私立大学研究ブランディン
グ事業」（http：//www.tdc.ac.jp/college/activity/
branding/tabid/659/Default.aspx） をご参照くださ
い。
本事業では，その成果を臨床の現場に還元するこ

とが極めて重要なポイントになります。そのために
は，本学同窓会の皆様のご指導，ご協力，ご支援に
よる緊密な連携の構築が必須です。具体的には，大
学を中心とした「科学的研究ネットワーク」と同窓
会を中心とした「歯科開業医研究ネットワーク」の
双方向性情報交換ができる「大学・地域医療連携
ネットワーク」の構築を目指します（図１）。この
ようなシステムの構築は，長い伝統を有し，多くの
会員の常に連携のとれた活動をしている東京歯科大
学同窓会でこそできる事業であり，本学は先陣を
切って我が国で初めての本格的な「大学・地域医療
連携ネットワーク」を構築して，地域医療の発展に
も貢献する義務があると考えております。このよう
な趣旨を井出吉信理事長・学長，矢﨑秀昭同窓会長
にご相談し，ご了解を賜りましたので，まず「東京
歯科大学研究ブランディング事業・同窓会連携構築
ワーキンググループ」（表２）を設置し，具体的な

国内外研究機関との連携 企業連携

分子・細胞生物学ラボ
（リーダー：東俊文教授）

感染制御ラボ
（リーダー：石原和幸教授）

自己点検・評価委員会

外部評価委員会

研究活動体制

口腔科学研究センター運営委員会
委員長：井出吉信学長

顎骨疾患プロジェクト実施委員会
委員長：井出吉信学長

口腔機能回復

国際共同研究

東京歯科大学
同窓会

地域歯科
医師会

若手・次世代
研究者育成

東京歯科大学附属病院
水道橋病院

千葉歯科医療センター
市川総合病院

地域医療
連携体制

顎骨疾患プロジェクト推進員会
委員長：山口朗客員教授

歯科開業医
研究ネットワーク

科学的研究
ネットワーク

学長 
評価体制

学外との有機的な連携体制

大学・地域医療連携
ネットワーク

大学院歯学研究科口腔科学研究センター

ファブラボ
（リーダー：後藤多津子教授）

咀嚼嚥下ラボ
（リーダー：阿部伸一教授）

顎骨疾患の病態解析・
予防・治療法開発

図１
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連携構築を検討しています。
東京歯科大学は，今後「ヒューマニズムとリサー
チマインドを堅持する歯科医師を育てる大学」とし
て多くの歯科医師を輩出していきますが，すでに卒
業した大学教員，一般診療をされている先生方も

「ヒューマニズムとリサーチマインドを堅持する歯
科医師」として活躍してくださることを期待してお
ります。このような歯科医師を育成，維持するため
にも是非とも本事業へのご理解とご支援をお願い申
し上げます。

表１　平成30年度研究体制

表２　東京歯科大学研究ブランディング事業・同窓会連携構築ワーキンググループ
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